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主な改修事業について

ダム本体

1

○改修目的

・契約水量の増量に対する改修（ ）
・管路からの漏水による第三者への影響や給水停止リスク回避（ ）

S42 S50 S60 S63 H1 H10 H20 H30 R1 R10

●

S42供給開始 S51～54貯水池拡張事業 H5～8第一期改修 H23～R1第三期改修

(日量10万m3→11.5万m3への対応) （室蘭幹線配水管） (室蘭幹線・本輪西日石線）

★S55:10,290m3/日の増量

H8～17第二期改修（室蘭幹線・本輪西日石線配水管） H30～R8第四期改修

★H4大規模漏水 (放流設備耐震化等）
●

S45供給開始 H18～23第一期改修（東幹線・南幹線）

★H15大規模漏水(十勝沖地震)

●

S54供給開始 H11～12配水管増設（第二厚真支線） H29～R7第二期改修

★H12:3,000m3/日の増量 (苫二幹線柏原・勇払地区)

H19～21配水管増設（第二厚真支線）

★H22:9,600m3/日の増量

●

H11供給開始 H25～26配水管増設

（樽川支線）

★H27:300m3/日の増量

年 度

石
狩
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牧
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一
施
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二
施
設



○改修目的

• 耐震診断の結果、「ゲートの操作性に課題」のあることが判明

• 施設の重要性や第三者への影響などから早期の対策が必要と判断
し、平成３０年度から改修事業に着手した。

年度 経 過

H30
～R2

第一、二余水吐耐震補強基本・実施
設計を実施

R3 第一余水吐仮締切製作工事を実施

R4～5 第一余水吐耐震補強等強靱化工事
(ゲート補強及び開閉装置更新）
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室蘭牧地区工業用水道第四期改修事業

項目 事業概要

総事業費 約１６億円

事業期間 平成３０年度～令和８年度

事業内容 ゲートの耐震補強等

幌別ダム（上流上空から幌別市街地を望む）

幌別市街地

ダム本体

第一余水吐

第二余水吐
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○ 事業計画図

第一余水吐

•ゲート補強、開閉装置更新 一式（R4～5予定）

•門柱補強 一式（R5予定）

第二余水吐・連絡橋

•ゲート補強、開閉装置更新 一式（R6～7予定）

•連絡橋支承補強 一式（R5予定）

•放水路トンネル補強 一式（R7～8予定）

H30
(2018)

R1
(2019)

R２
(2020)

R３
(2021)

R４
(2022)

R５
(2023)

R６
(2024)

R７
(2025)

R８
(2026)

関係機関協議（河川管理者）

耐震補強調査・設計

耐震補強等強靱化工事

関係機関協議（河川管理者）

耐震補強調査・設計

耐震補強等強靱化工事

第
二
余
水
吐

第
一
余
水
吐

項　　　　　　　　　目

基本設計 実施設計

工事施工

事前協議

実施設計

工事施工

基本設計



苫小牧地区工業用水道第二期改修事業
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○改修目的

• PC管の更新（耐震化）により、過去の漏水箇所の解消、給水停止リ
スクの低減が可能となる。

年度 経 過

H29
二期改修事業に着手
（第二施設 Ｌ＝約７．６km）

H30
胆振東部地震
（改修対象区間で漏水発生）

R1～2 柏原地区Ｌ＝約2.0km工事完了

R3 柏原地区L＝約0.8km工事実施中

R4
柏原地区 L＝約1.7km工事予定
勇払地区 実施設計予定

事業概要

総事業費 約４７億円

事業期間 平成２９年度～令和７年度

事業内容 配水管の更新（耐震化）

 

苫小牧地区工業用水道改修範囲図

凡 例
苫小牧一期改修（H18～H23）
苫小牧二期改修（H28～R7）
移設等
漏水未改修箇所
漏水改修済み箇所

苫二幹線改修予定区間（苫小牧二期改修）

苫二幹線改修予定区間（苫小牧二期改修）



【施工済み区間】

φ1100 L=約2.0km

苫小牧地区工業用水道第二期改修事業 計画図

【改修区間】

第二施設幹線(柏原地区)

L=約5.7km（R1～R5）

【改修区間】

第二施設幹線(勇払地区)

L=約1.9km（R6～R7）

【第二施設 浄水場】【第一施設 浄水場】

【R4工事予定区間】

φ1100 L=約1.7km

【R3工事区間】

φ1100 L=約0.8km

【R4設計予定区間】

L=約1.9km

工事施工状況
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○ 事業計画図

H29
(2017)

H30
(2018)

R1
(2019)

R2
(2020)

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

R7
(2025)

基本設計

第二施設幹線(柏原地区)
φ１１００　Ｌ＝約５．７ｋｍ

第二施設幹線(勇払地区)
φ１１００　Ｌ＝約１．９ｋｍ

実施設計

(柏原・勇払)

実施設計


